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第 2 章 高分子フイノレムの電子線パルス照射によるキャリア生成と誘起伝導
本章では 100 ナノ秒の電子線ノマノレス装置を用いて，ポリエチレン (P E) の誘起電荷測定を行ってい
る。電子線誘起電荷波形には，早い成分 Of と遅い成分 Qs が存在することが明らかになっている。早
い成分と遅い成分との比Qf/Qs は，結晶化度に依存し，温度依存性がQf ではなく， Qs で著しくあ
ることから，早い成分は PE の結晶部でのキャリアの動きに，遅い成分は非品質部での動きに対応して
いる乙とがわかっている。
第 3 章 ポリエチレン，ポリスチレンの高電界における電荷輸送過程
本章では PE の非品質部を走行する遅いキャリアに着目し，その誘起波形を Scher-Montroll 法で
解析し，さらにポリスチレン (PS) に対し同様な解釈を試み，合わせ各々のキャリア移動機構につい
て論じている。結果として. PE. PS での移動度が求められ. PE では 5.6 x 10九mケ V'sec (電子)




本章では PE にコロナ帯電をせしめ，表面にたい積される電荷の減衰が 0.1 秒以上の時間域で測定で
きる装置の開発を行っている口本装置を用いる乙とによって電荷減衰に帯電時間依存性がある乙とがわ
かっている。短時間帯電では電荷が沿面万向とバルク万向へ移動し，また 1 0 秒以上長時間帯電では電
荷がパノレクのみを移動していくことが明らかとなっている。
第 5 章 ポリエチレン，ポリスチレン中での電荷移動過程に及ぼすハロゲン原子の影響






















(i) ポリエチレン薄膜の 100 ナノ秒電子ビーム誘起電導で誘起電荷波形の解析からそれが結晶部分中
の電子移動による速い成分Qf と非品質部中の電子移動による遅い成分Qs に分解できる乙とを見出
し，前者は温度によってあまり変化しないが後者は 0.3 ev 程度の活性化エネルギーを持つ熱活性化















(iV) 高分子中の電子輸送過程を究明する目的で直鎖状長分子ヘキサトリアコンタン (C36 H 74 ) 単結
晶を作成し電気伝導や絶縁破壊等を調べた。その結果，電子伝導が空間電荷制限型でなく電極から
のショットキ放出によって支配されていることを見出し，またその絶縁破壊が電子なだれ機構によ
る乙とを結論している。
以上のように本論文は電気絶縁工学上重要な多くの新知見を含み電気工学に寄与する所が大きい。よ
って本論文は博士論文として価値あるものと認める。
一 504-
